






〔はじめに〕川崎病の血管病変の進展の過程は,我々1)2)3)4)5)による川崎病冠状動脈瘤発

生の解析などにより徐々に解明されつつある。しかしながら冠状動脈病変の量的変化(直

径・内径`内膜肥厚等)に関しては,予後を含む 4)6)臨床的な重要性にもかかわらずいまだ

十分な検討が行われていない。 

今回我々は川崎病冠状動脈病変の程度を分類するとともに,それにもとずく川崎病の分類

を試みるため,冠状 

動脈を計測しながら病理組織学的検討を行った。 


